
     
Ｎ
Ｓ
Ｎ
は
会
員
の
参
加
の
機
会
を
少
し
で
も
広
げ

る
た
め
、
各
会
が
単
独
で
は
や
り
に
く
い
も
の
を
Ｎ

Ｓ
Ｎ
主
催
と
し
て
事
業
化
し
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
議
案
書
に
計
画
し
た
二
つ
の
新
規
事
業

の
う
ち
、
「つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会
」は
20
名
の
参
加

登
録
者
を
得
て
昨
年
10
月
に
発
足
し
、
参
加
者
の
関

心
の
強
い
テ
ー
マ
を
選
び
な
が
ら
、
２
カ
月
に
１
回
の
ペ

ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
会
員
の
手
持
ち
不
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
た
め
の
「フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
」に
つ
い
て
は
、

ひ
と
み
会
が
自
主
的
に
オ
ー
プ
ン
行
事
と
し
て
12
月

に
実
現
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
と
し
て
や
る
よ
り
は
、
こ

う
し
た
や
り
方
の
方
が
望
ま
し
い
の
で
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
と
し

て
は
今
後
も
不
用
品
の
持
ち
込
み
な
ど
で
、
各
会
員

の
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
て
今
年
度
は
新
し
い
事
業
と
し
て
の
計
画
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
の
５
～
６
年
の
積
み
重
ね

で
精
緻
化
し
仕
事
量
の
増
え
た
各
委
員
会
の
在
り
方

や
事
業
の
内
容
を
見
直
し
簡
素
化
す
る
方
向
で
す
。 

各
委
員
の
仕
事
の
負
担
を
軽
く
し
、
よ
り
多
く
の 

     

新
し
い
会
員
が
参
加
し
易
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
最
終
的
な
具
体
案
は
各
委
員
会
で
詰
め

ま
す
が
、
方
向
性
と
大
枠
は
２
～
３
月
の
連
絡
会
で
決

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
４
月
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
会
員
の
参
加

の
機
会
を
少
し
で
も
広
げ
る
た
め
、
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
を

含
め
た
オ
ー
プ
ン
行
事
の
積
極
的
な
開
催
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
こ
の
４
月
号
の
第
３
面
に
掲
載
さ
れ
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ

と
し
て
は
初
め
て
の
企
画
と
な
る
（オ
ー
プ
ン
行
事
で

は
な
い
）個
人
の
世
話
役
に
よ
る
会
を
越
え
た
横
断
的

な
同
好
会
も
、
会
員
の
参
加
の
機
会
を
広
げ
る
よ
い

企
画
だ
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

（山
本) 

     

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
迫
る 

 

5
月
19
日
に
第
19
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

例
年
の
セ
ミ
ナ
ー
に
共
通
し
て
い
る
出
席
者
の
参

加
の
動
機
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
の
紹
介
な
ど
口
コ

ミ
の
割
合
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
、
チ
ラ
シ
な
ど

を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
確
保
に
会

員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（セ
ミ
ナ
ー
企
画
委
員
会
事
務
局
） 

  

３
月
30
日
開
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
の

中
村
橋
コ
ー
ス
を
、
「シ
ニ
ア
ナ
ビ
ね
り
ま
」が
取
材
に
参
り

ま
す
。
５
月
10
日
か
ら
「サ
ポ
ー
タ
ー
体
験
記
」と
し
て

掲
載
予
定
で
す
。  

(

Ｃ
Ｃ
Ｗ
事
務
局) 

 

「
シ
ニ
ア
ナ
ビ
ね
り
ま
」
と
は
？ 

練
馬
区
が
開
設
し
た
、
シ
ニ
ア
世
代
を 

対
象
に
、
区
内
で
行
わ
れ
る
シ
ニ
ア 

向
け
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
催
し
物 

情
報
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に 

集
約
し
、
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。 

ねりまシニアネットワーク 会報／NSN第 39号 2012年 3月 24日発行 発行責任者／山本雄一 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
新
年
度
計
画
に
む
け
て 

第３９号 

会報 
2012年 

４月号  
ＮＥＲＩＭＡ ＳＥＮＩＯＲ ＮＥＴＷＯＲＫ 

シニアナビねりま 検索 

ｈｔｔｐ：//ｓｎａｖｉ－ｎｅｒｉｍａ．ｊｐ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
・ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク 

「シ
ニ
ア
ナ
ビ
ね
り
ま
」に
掲
載
予
定 

 

 



【各会の活動状況】 

【
菜
々
会
】 

平
成

12
年
発
足 

 
9
月
に
根
岸
地
区
に
一
葉
会
館
と
子
規
庵
を
訪

ね
、
明
治
の
文
豪
・
俳
人
を
偲
び
ま
し
た
。 

 

10
月
に
は
1
泊
で
伊
東
温
泉
、
城
が
崎
海
岸
巡
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

11
月
は
ス
カ
イ
バ
ス
で
、
丸
の
内
か
ら
ベ
イ
サ
イ
ド
エ

リ
ア
有
明
・
築
地
・
銀
座
を
一
周
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
か
ら
は
、
東
京
タ
ワ
ー
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
両

方
が
一
望
で
き
、
素
晴
ら
し
い
景
観
で
し
た
。 

1
月
は
恒
例
の
新
年
会
を
、
池
袋
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
25
階
の
オ
ー
ベ
ス
ト
で
盛
大
に
や
り
ま
し

た
。
余
興
の
マ
ジ
ッ
ク
の
達
人

2
人
に
よ
る
芸
に
、
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

2
月
は
新
宿
末
広
亭
で
落
語
を
観
賞
し
、
笑
い
で

心
身
の
活
性
化
を
高
め
、
ま
た
長
生
き
に
役
立
て

ま
し
た
。
今
回
も
、
皆
さ
ん
面
白
か
っ
た
と
好
評
で

し
た
。 

 

【
八
展
会
】 

平
成

13
年
発
足 

 

昨
秋
、
英
国
の
建
築
家
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
た｢

旧

島
津
公
爵
邸｣

を
メ
イ
ン
に
、
そ
の
周
辺
を
散
策
し

た
。
午
前
中
は｢

ソ
ニ
ー
歴
史
資
料
館｣

へ
。
創
業
時

よ
り
の
多
く
の
商
品
は
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
世
界
だ

っ
た
。
午
後
は｢

旧
島
津
公
爵
邸｣

へ
。
さ
わ
や
か
な 

笑
顔
の
女
子
学
生
の
ガ
イ
ド
で
館
内
を
見
学
し
た
。

東
京
都
が
有
形
文
化
財
に

指
定
し
て
い
る
歴
史
的
建

造
物
は
、
関
東
大
震
災
や

戦
禍
を
乗
り
越
え
、
無
事

建
設
当
時
の
姿
の
ま
ま
、

清
泉
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン

バ
ス
と
な
り
、
現
在
も
大
切

に
使
わ
れ
て
い
る
。
樹
齢
２
５
０
年
以
上
の
立
派
な

楓
（
ふ
う
）
の
大
木
が
あ
る
庭
園
も
散
策
し
た
。 

｢

ね
む
の
木
の
庭｣

(

皇
后
陛
下
の
ご
実
家･

旧
正

田
邸
跡
地)

か
ら
、｢
池
田
山
公
園｣

(

旧
岡
山
池
田

藩
下
屋
敷
跡)

を
巡
り
、
「
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル
記
念
館
」
へ
。

ツ
ア
ー
最
後
に
美
味
し
い
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル
の
試
飲
で
乾

杯
し
、
解
散
し
た
。 

 

【
メ
ロ
ウ
・
メ
イ
ツ
す
ば
る
】 

平
成

14
年
発
足 

 
 

 

2
月

13
日
練
馬
区
役
所

20
Ｆ
交
流
会
場
に
て

定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
42
名
出
席
。 

第
一
部
は
早
稲
田
大
学
の
学
生

4
名
の
「
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
」
で
始
ま
っ
た
。
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
と
は
良

く
分
か
ら
な
い
の
で
辞
書
を
ひ
く
。
奇
術
と
書
い
て

あ
る
。
マ
ジ
ッ
ク
と
は
違
う
の
だ
。
日
本
的
に
言
う
と

大
道
芸
に
な
る
。
す
ば
ら
し
い
芸
。
水
晶
玉
を
使
っ

た
芸
、
一
度
に
ボ
ー
ル
5
個
を
空
中
に
上
げ
る
。
又

中
国
の
こ
ま
を
使
っ
た
芸
、
見
て
い
て
楽
し
い
。
皆
、

拍
手
の
連
続
で
瞬
く
間
に
時
間
が
過
ぎ
た
。 

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
討
議
、
来
季
の
運
営
委
員
を

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。
最
後
は
自
分
探
し
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
全
員
で
行
う
。 

長
い
1
日
が
終
わ
り
、
二
次
会
へ
。 

 

 



【各会の活動状況】 

 
【
ひ
と
み
会
】 

（
平
成

18
年
発
足
） 

 

[

１ １
月]

Ｎ
Ｓ
Ｎ
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者

12
名
。 

例
会
：

11
名 
室
内
に
て
講
演
会
と
楽
ラ
ク
貼
り 

絵

ア
ー
ト
を
実

施

。
講

演

会

（
高

齢

者

の
住

ま

い
）
。 

貼
り
絵
で
は
指
先
に
神
経
を
集
中
し
て
老
化
防
止 

の
作
業
。
招
福
鶴
亀
等
の
貼
り
絵
を
作
成
。 

[

12
月]

2
回
目
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
施
。 

延
べ
30
名
の
協
力
者
と
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
支
援
に
よ
り
黒

字
と
な
り
一
安
心
。
忘
年
会
兼
料
理
教
室
：
Ｎ
Ｓ

Ｎ
か
ら
9
名
の
参
加
有
り
総
員

24
名
。 

外
部
講

師
に
よ
り
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
て
、
豪
華
お
土
産
付
の

忘
年
会
と
し
た
。
料
理
教
室
で
は
8
種
類
の
料
理

と
味
噌
汁
・
お
に
ぎ
り
及
び
酒
等
で
、
4
時
間
余

り
楽
し
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
[

1
月]

総
員

8
名 

浅
草
散
策
の
後
、
素
人 

落
語
会
を
楽
し
む
。 

（
第

6
回
文
七
迷
人
会
） 

ひ
と
み
会
会
員
が
出
演
。 

 
 

 
 

 
 

 

「ユーモアサークル」の提案  

（ＮＳＮオープン参加行事として）  

 

シニア人生をより快適にする為には、ユーモアやジョークが最も効果的です。  

会の活動で、会話だけではなく、スピーチ・一般の挨拶・自己紹介などで気の 

利いたユーモアが含まれれば、語りかける人と聴く人との間に、ほのぼのとした  

人間関係が生まれると思います。  

  ユーモアやジョークは、対話の中で偶然あるいは即妙に対応出来ればよい  

のですが、その為には、ＴＰＯに応じて話題に味付けできるよう、日頃その感覚  

を養い、且つ準備しておくことが有効です。  

「ユーモアサークル」は、あくまで楽しい交流活動の中で、自然にユーモア感覚  

を身につけることを目指しています。誰でも、はじめから品のよいユーモアや  

ジョークが出来るわけがありません。仲間達との交流の中で、楽しくこの感覚を  

体得することが狙いです。  

ご要望を聞きながら、具体的運営について煮詰めていきたいと存じます。  

ご関心のある方は、下記発起人にご連絡ください。  

                           発起人：内藤雄幹（エルフ）  

TEL＆FAX： 6760-2815  

水 天 宮 子 宝

犬  



 

★
シ
ニ
ア
男
性
料
理
塾 

(

平
成
23
年
度
前
期)(

２
日
制) 

シ
ニ
ア
男
性
初
心
者
向
け
（講
義
と
実
技
） 

(
日
時) 

６
月
10(

日)

、
17
日(

日)  

13
・
00
～
16
・
00 

(

会
場)
石
神
井
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ 

(

参
加
費)
２
０
０
０
円
＋
材
料
費
（１
日
９
０
０
円
） 

(

申
込)

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

山
本
雄
一 

☎
（３
９
９
５
）２
２
１
７  

【定 

例 

行 

事
】 

☆
睦
会
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
の
会 

ハ
ン
デ
問
わ
な
い
親
睦
ゴ
ル
フ
で
す
。 

(

日
時)

５
月
24
日(

木)  

さ
く
ら
ア
ウ
ト
9
・
57
ス
タ
ー
ト 

(

場
所)

ノ
ー
ザ
ン
Ｃ
Ｃ
錦
が
原
ゴ
ル
フ
場 

 

(

申
込)

睦
会 

横
山 

☎(

３
９
０
４)

３
１
２
９ 

 ☆
60
歳
か
ら
の
健
康
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

 

や
さ
し
い
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
ま
す
。 

男
女
共
初
心
者
歓
迎
。 

①
練
馬
公
民
館(

火) 

②
石
神
井
庁
舎(

水) 

 
 
 
 

10
・
30
～
11
・
45(

会
費)

1
回 

５
０
０
円 

(

講
師)

国
際
ダ
ン
ス
連
盟
理
事 

宮
木
康
隆 

(

申
込)

睦
会 

山
田 

☎(

６
７
６
０)

３
３
０
６ 

☆
八
展
会
囲
碁
ク
ラ
ブ 

(

申
込)

八
展
会 

関
野 

☎(

５
９
９
８)

９
８
８
８ 

 

☆
正
し
い
近
代
日
本
史
を
共
有
す
る
懇
談
会 

(

日
時)

毎
月
第
2
土
曜
日
16
・
30
～
18
・
30 

(

場
所)

谷
原
出
張
所
会
議
室 

(

申
込)

Ｅ
Ｌ
Ｆ 

頼
永
☎(

３
９
０
４)

４
５
６
４ 

【行
事
報
告
】 

笑
涯
楽
習
の
す
す
め 

 
 
 

虹
の
会
講
演
会 

オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
の
「笑
涯
楽
習
の
す
す
め
」が

２
月
26
日
に
、
“え
ー
る
”で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
の
講
演
は
、
自
己
笑
介
（名
前
を
も
じ
っ
て

も
笑
え
る
）、
落
語
の
笑
い
（落
語
の
特
徴
、
落
語
の
社

会
）、
笑
い
の
効
用(

健
康
、
社
交)

、
笑
門
来
福
（笑
い
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）等
の
笑
い
な
が
ら
も
、
も
の
の
見
方
で

人
生
観
が
変
る
楽
し
い
も
の
で
し
た
。 

第
二
部
の
落
語
は
お
な
じ
み
の｢

時
そ
ば｣

。
内
容
は

わ
か
っ
て
い
て
も
、
落
語
の
五
大
特
徴
の
講
演
を
聞
い

た
あ
と
は
、
ま
た
格
別
の
味
わ
い
で
し
た
。
終
わ
っ
て

か
ら
そ
ば
を
食
さ
れ
た
方
も
、
お
ら
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

虹
の
会
を
含
め
12
の
会
か
ら
44
人
の
参
加
者
が

あ
り
、
オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （虹

の
会
） 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
連
絡
会 

協
議
メ
モ 

▼
Ｈ
24
年
1
月
28
日(

土)

13
・
30
～
16
・
00 

確
認
事
項 

 

①
バ
ス
旅
行
申
込
状
況 

②
つ
い
の
住
ま
い
研
究
会
報
告 

ほ
か 

▼
Ｈ
24
年
2
月
25
日(

土)

13
・
30
～
16
・
00 

確
認
事
項 

 

①
バ
ス
旅
行
実
施
報
告 

②
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク 

③
講
演
会 

 
 

ほ
か 

検
討
事
項 

①
企
画
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て 

         

編
集
後
記 

今
月
号
か
ら
、
た
て
書
き
に
生
ま
れ
変
っ
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
連
絡 

会
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
た
て
書
き
の
方
が
読
み
や
す
い
と 

言
う
声
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
要
望
に
応
え
た
も
の
で 

あ
る
。
会
報
／
Ｎ
Ｓ
Ｎ
は
会
員
の
た
め
の
会
報
で
あ
り
、 

そ
の
内
容
も
体
裁
も
、
会
員
の
多
く
が
満
足
す
る
も
の
に 

し
て
い
き
た
い
。  

 
 
(

○
山) 

オープン参加行事のご案内 

＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

NSN事務局 ＆ 編集委員／山中実（睦会） 古川澄子（楡の会） 五十嵐將夫（まるく会） 
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虹の会講演会風景 


